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全国連最高顧問に 石澤県連会長就任
青年部女性部主張発表県大会・人材育成カレッジ開講！
富山県事業引継ぎ支援センター・富山県プロフェッショナル
人材戦略本部のご案内・商工春秋
おしえてプロの視点・人材育成カレッジ受講者募集！
放送大学のご案内・中小企業景況調査結果
きときとトピックス・能力開発セミナー受講者募集！
イベント情報・公正な採用選考のお願い・中小企業実態基本調査協力のお願い
ひかる技術かがやき企業！「㈱ウーケ」
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発行日 ● 平成30年８月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　木彫刻のまち井波にある井波彫刻総合会館では、関連資料の閲覧や欄
間・衝立等展示品の購入以外に、熟練の職人による木彫刻の実演を見るこ
とができる。「獅子頭のような大きなものを彫ることは年に数回、昭和の時代
に親の仕事を目で見て覚え、彫り続けること数十年。唇の形など彫るコツが
分かる瞬間が楽しい。」と、彫刻歴４２年の荒井寿斎先生は語る。今年、日本
遺産に認定された井波彫刻からは、神性なるものと共に、受け継がれる職人
の技術を感じとることができる。

住所：富山県南砺市北川733　TEL：0763-82-5158
営業時間：9:00～17:00（入館は16:30まで）　定休日：第2・第4水曜日、年末年始
駐車場有：100台　URL：http://inamichoukoku.com

ふるさと探訪 ニューツーリズム

井波彫刻総合会館（南砺市）
シリーズ
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企
業
を
支
え
る
「
人
づ
く
り
」

と
や
ま
中
小
企
業
人
材
育
成
カ
レ
ッ
ジ
開
講
！

青
年
部
女
性
部
主
張
発
表
県
大
会

青
年
部
女
性
部
主
張
発
表
県
大
会県

商
工
会
女

性
部
連
合
会

（
徳
永
た
つ
子

会
長
）
は
六
月

二
十
六
日
、
中

小
企
業
研
修
セ

ン
タ
ー
に
お
い

て
「
女
性
部
主

張
発
表
県
大
会
」
を
開
催
し
た
。

県
内
四
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
四
名
が
、
日

頃
の
女
性
部
活
動
等
に
つ
い
て
熱
く
語
っ

た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
荒
木
真
理
子
さ
ん

（
射
水
市
）
が
選
ば
れ
、
富
山
県
代
表
と
し

て
八
月
に
富
山
県
で
開
催
さ
れ
る
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
す
る
。

荒
木
さ
ん
は
小
松
菜
農
家
か
ら
六
次
産

業
化
へ
の
取
組
を
経
て
商
工
業
者
と
な
り
、

女
性
部
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、

こ
の
縁
で
生
ま
れ
た
小
松
菜
関
連
商
品
開

発
に
つ
い
て
発
表
。
自
分
の
想
い
を
人
に

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
た
。

▼
主
張
発
表
県
大
会
結
果

▽
最
優
秀
賞
（
県
知
事
表
彰
）

＝
荒
木
真
理
子　

 

【
射
水
市
】

▽
優
秀
賞
（
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

　
　

＝
吉
川
久
美
子
【
立
山
舟
橋
】

▽
優
良
賞（
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰
）

＝
長
谷
川
由
香
里
【
南
砺
市
】

＝
野
口　

康
代
【
富
山
市
北
】

県
商
工
会
青

年
部
主
張
発
表
県

大
会
が
七
月
十
八

日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
テ
ラ
ス
富
山
に

お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
七
名
の
代
表

者
が
、
日
頃
の
青

年
部
活
動
や
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
発
表
を
行
い
、
射
水
市
商
工
会
青
年
部
の
堀

井 

保
雄
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

堀
井
さ
ん
は
、
自
分
自
身
の
過
去
の
失
敗
を

踏
ま
え
、
青
年
部
の
研
修
委
員
長
と
し
て
部
員

に
経
営
者
と
し
て
の
資
質
を
向
上
し
て
も
ら
う

た
め
の
シ
リ
ー
ズ
化
し
た
研
修
事
業
を
実
施
。

結
果
、
部
員
間
で
経
営
に
関
す
る
意
識
を
高
め

合
う
こ
と
が
で
き
た
と
発
表
し
た
。
堀
井
さ
ん

は
八
月
二
十
一
日
に
岐
阜
県
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
す
る
。

▼
主
張
発
表
県
大
会
結
果

▽
最
優
秀
賞
（
県
知
事
表
彰
）

＝
堀
井　

保
雄　
　

 

【
射
水
市
】

▽
優
秀
賞
（
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

　
　

＝
上
原　

光
二　
　

 

【
入
善
町
】

　
　

＝
田
畑　

浩
輔　

 

【
富
山
市
北
】

▽
優
良
賞（
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表
彰
）

＝
中
川　

武
秀
【
富
山
市
八
尾
山
田
】

＝
川
合　

洋
平　
　

 

【
南
砺
市
】

＝
吉
江　

栄
伸　
　

 

【
高
岡
市
】

＝
伊
東　

将
太　
　

 

【
上
市
町
】

最
優
秀
賞
に

荒
木
さ
ん
（
射
水
市
商
工
会
）

選
ば
れ
る

　
堀
井 

保
雄
さ
ん
（
射
水
市
）
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
！

～
女
性
部
主
張
発
表
県
大
会
～

～
青
年
部
主
張
発
表
県
大
会
～

発表する
荒木さん（射水市）

主張発表する堀井さん

県
内
経
済
・
産
業

を
支
え
る
中
小
企
業

に
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で

質
の
高
い
研
修
を
実
施

し
、
中
小
企
業
の
人
づ

く
り
を
支
援
す
る
、
富

山
県
の
委
託
事
業
で
あ

る
「
と
や
ま
中
小
企
業

人
材
育
成
カ
レ
ッ
ジ
」

長
期
コ
ー
ス
（
リ
ー

ダ
ー
の
た
め
の
経
営
視

点
・
ス
キ
ル
育
成
コ
ー

ス
）
の
開
講
式
が
六
月

二
十
二
日
に
実
施
さ
れ

た
。開

講
式
で
は
、
受
講

生
十
九
名
を
前
に
柿
沢

昌
宏
県
商
工
労
働
部
次

長
が
「
時
代
の
動
き
を

捉
え
、
改
革
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
」
と
挨
拶

し
、
上
野
和
博
専
務
理

事
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
年

代
、
立
場
の
人
と
交
流

し
、
意
欲
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

激
励
し
た
。

幅
広
い
経
営
知
識
と

顧
客
や
部
下
か
ら
信
頼

さ
れ
る
「
経
営
マ
イ
ン

ド
」
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
目
標
に
、
二
十
一

日
間
に
渡
る
研
修
が
始

ま
っ
た
。

開
講
式
で
挨
拶
す
る
柿
沢
昌
宏
県

商
工
労
働
部
次
長

石
澤
県
連
会
長
が
就
任
！

石
澤
県
連
会
長
が
就
任
！

初
の
全
国
商
工
会
連
合
会
「
最
高
顧
問
」
に

六
月
十
九
日
開
催
の
全
国
商
工
会
連
合
会
の
理
事
会
に
お
い
て
、
石
澤
県
連
会
長
が
最
高

顧
問
に
選
任
さ
れ
た
。
任
期
は
二
〇
二
一
年
五
月
末
ま
で
。

石
澤
会
長
は
、
全
国
連
会
長
を
三
期
九
年
務
め
、
任
期
満
了
で
五
月
三
十
一
日
に
退
任
。

会
長
経
験
者
は
顧
問
に
就
く
の
が
通
例
だ
が
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
制
定
や
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
支
援
活
動
な
ど
の
実
績
が
評
価
さ
れ
最
高
顧
問
に
就
任
し
た
。
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商工
春秋

▼
こ
れ
ま
で
、
経

営
資
源
は
、「
ヒ

ト
、
カ
ネ
、
モ
ノ

と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
二
十
一
世
紀

は
、「
ヒ
ト
、
ヒ
ト
、
ヒ

ト
」
が
、
成
功
の
条
件
と
、
断

言
す
る
世
界
的
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
い
ま
す
。
▼
カ
ネ
は
今
や
、

世
界
中
、
低
利
で
調
達
で
き
、

良
い
人
材
が
い
て
、
良
い
事
業

計
画
が
有
れ
ば
自
然
と
集
ま
り
、

カ
ネ
が
集
ま
れ
ば
、
モ
ノ
も
手

に
入
る
。
▼
現
代
経
営
で
は
、

こ
れ
ら
カ
ネ
や
モ
ノ
を
使
い
切

り
、
様
々
な
課
題
解
決
が
で
き

る
人
材
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る

と
の
事
。
▼
世
界
は
、
第
四
次

産
業
革
命
の
真
っ
只
中
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
、
人
工
知
能
、
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
新
技
術
を
融
合
し
活

用
す
る
、
ア
マ
ゾ
ン
や
Ｕ
ｂ
ｅ

ｒ
な
ど
の
新
興
企
業
が
台
頭
す

る
一
方
で
、
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
が
駆
逐
さ
れ
る
今
、
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
社
業

界
を
注
視
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

の
変
化
に
対
応
で
き
る
準
備
を

し
、
た
ゆ
ま
ず
ひ
た
む
き
に
改

革
し
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
▼
商
工
会
で
は
、
県

の
支
援
を
受
け
、経
営
リ
ー
ダ
ー

や
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等
を

目
的
と
し
た
『
と
や
ま
人
材
育

成
カ
レ
ッ
ジ
』
を
開
講
し
、
富

山
県
の
企
業
を
支
え
る
「
人
づ

く
り
」
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

富山県事業引継ぎ支援センター富山県事業引継ぎ支援センター 事業承継の相談は公的支援機関へ

Ｑ１ 後継者はいますか（親族、従業員等） 承継に向けての現状把握や商工会や税理士、
金融機関等、身近な支援機関や専門家にどの
様な相談ができるか確認が必要Ｑ２ 経営上の悩みや課題について、身近に相談でき

る支援機関や専門家はいますか

Ｑ３ 後継者の育成や技術等の伝承といった具体的
な準備を進めていますか

承継までには、事業の磨き上げや経営・資
産の承継等の取組みに向けた計画的な準備
が必要

Ｑ４ 役員や従業員、取引先など社外の関係者の理解や
協力が得られるように取り組んでいますか

Ｑ５ 法務面や税務面、資金面などについて、将来
の承継を見据えた対策を進めていますか

Ｑ６
後継者の決定や育成、ご自身の退任時期の決
定等の承継準備を計画的に取組むための期間
は十分にありますか 後継者候補の意思を確認し、後継者の育成等

に必要な時間を十分に確保することが必要
Ｑ７ 後継者候補に承継の意思確認をする時期やまだ

確認していない理由は明確ですか

Ｑ８ 第三者に事業を引継ぐ場合の相手先候補はい
ますか 事業引継ぎ支援センター等の支援機関や専

門家に相談することが重要
Ｑ９ 企業売却・事業譲渡等の進め方について、ご

存知ですか

富山県事業引継ぎ支援センター（富山県新世紀産業機構内）
☎ 076-444-5605　Fax 076-444-5646　E-mail : hikitsugi@tonio.or.jp

相談無料・秘密厳守

「いいえ」と回答した方事業承継自己診断
何から手を
付けて良いか
分からない

誰に
相談すれば
良いか？

１　概　要
県内企業の経営、人材確保等に関する相談支援・コーディネート機関として、プロフェッショナル人材戦略拠点本部を

設置し、地域金融機関や民間人材ビジネス事業者等と連携しながら、県内企業に対し新事業や新販路の開拓などの積極的
な経営展開や、企業の成長実現を担うプロフェッショナル人材の確保のサポートを行います。
２　相談受付

ご相談は原則として事前予約となります。
お電話もしくは「相談申込書」（下記 URL からダウンロードください）に必要事項をご記入の上、郵送・FAX・メール

等でお申込み下さい。
３　相談窓口

富山県プロフェッショナル人材戦略本部
富山市高田 527 番地　情報ビル４Ｆ（富山県新世紀産業機構内）
※月～金　8:30 ～ 17:15（土日祝日及び年末年始を除く）

４　お問い合わせ先
こちらの情報に関するお問い合わせは、下記までお気軽にどうぞ。
富山県プロフェッショナル人材戦略本部
【URL】http://www.tonio.or.jp/info/pro-jinzai/
公益財団法人 富山県新世紀産業機構　中小企業支援センター
〒 930-0866　富山市高田 527 番地　情報ビル４Ｆ
Tel.076-444-5620　Fax.076-444-5623

富山県プロフェッショナル人材戦略本部のご案内富山県プロフェッショナル人材戦略本部のご案内
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“
じ
ん
ざ
い
”
の
有
効
活
用
に
向
け
て
！

～
人
財
の
育
成
を
計
画
し
よ
う
～

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

プロフィール
石油化学会社、医薬品会
社研究所勤務を経て、藤
井事務所として、社会保
険労務士並びに行政書士
事務所を開業。労務管理・
人材活用・能力開発・キャ
リアコンサル業務等にお
いて四半世紀に渡り、各
種セミナー、大学等の講
師を受託するとともに企
業支援に携わってきた。

富山県よろず支援拠点
社会保険労務士・行政書士・
キャリアコンサルタント

藤井　正博

第
3
回

　

前
回
ま
で
に「
雇
用
管
理
」「
高
齢
者
」に
つ
い
て
概
説
し
て
き

ま
し
た
。今
回
は
、“
じ
ん
ざ
い
”に
つ
い
て
、解
説
し
た
い
と
思

い
ま
す
。以
前
か
ら
、管
理
に
お
い
て
一
般
化
し
て
き
た
言
葉
に

『「
三
じ
き
」と「
八
じ
ん
ざ
い
」』が
あ
り
ま
す
。即
ち
、

　
　

・「
三
じ
き
」
と
は　
　
　
　

→　

時
機　

時
期　

時
季

　
　

・「
八
じ
ん
ざ
い
」
と
は　
　

→

　

人
材　

人
財　

人
在　

人
罪

　

人
剤　

人
済　

人
際　

人
災

で
あ
り
ま
す
。「
三
じ
き
」
に
つ
い
て
、
企
業
管
理
の
事
例
と

し
て
は
、「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

＊
「
八
じ
ん
ざ
い
」
と
は

　
「
八
じ
ん
ざ
い
」
に
つ
い
て
、「
横
軸
に
年
齢
」「
縦
軸
に

能
力
」
を
取
り
図
解
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

100
（%） 人財 → 人剤

→
人材

人済
50 ↑ 《「人手」＆「人出」》

30 人在 人際
20 人災
10 人罪
0

20 30 40 50 60 70 80 （歳）

＊
企
業
と
し
て
〝
じ
ん
ざ
い
〟
の
有
効
活
用
に
向
け
て
！

（
１
）人
材（
人
手
）不
足
と
は
言
え
、「
人
罪
」「
人
災
」を
採

用
し
な
い
こ
と
が
必
須
要
件
！

　
　
「
人
罪
」「
人
災
」を
採
用
し
な
い
為
に
は
、

　
　
　

・
事
前
調
査

　
　
　

・
面
接
確
認

　
　
　

・
試
用
期
間

　

が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
２
）
教
育
研
修
に
よ
り
、「
人
在
」
→
「
人
材
」
→
「
人

財
」
に
向
け
て
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
！

　

以
前（
バ
ブ
ル
期
ま
で
）は
、「
石
の
上
に
も
三
年
」と
い
う

諺
が
あ
り
、一
人
前
に
三
年
は
必
要
と
い
う
風
潮
が
あ
り
ま

し
た
が
、現
代
の
Ｉ
Ｔ
化
進
展
に
お
け
る
対
応
に「
三
年
」と

い
う
期
間
は
、あ
ま
り
に
長
く
、如
何
に
早
く
一
人
前
に「
人

財
」化
を
成
し
遂
げ
れ
る
か
が
企
業
生
命
を
左
右
す
る
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。Ｉ
Ｔ
機
器
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
期
間
を

見
れ
ば
、ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
が
判
り
ま
す
。自
前
育
成
が
不

可
能
な
企
業
は
、即
戦
力
獲
得
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
そ

れ
が
第
一
回
で
概
説
し
た
現
象
を
生
み
出
し
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、介
護
分
野
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｔ
加
算

と
称
し
て
大
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、第
二
回

で
概
説
し
た
高
齢
者
活
用
に
影
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、人
材
育
成
の
生
産
性
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
結
果
を
見
て
も
日

本
の
労
働
生
産
性
の
低
さ
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。厳
密
な
る「
費
用
対
効
果
」に
基
づ
く「
育
成
計
画
」の

作
成（
常
に
変
更
要
）、確
実
な
実
施（
評
価
を
含
む
）が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

（
３
）
高
齢
者
活
用
と
し
て
、「
人
財
」
→
「
人
剤
」
に
よ

り
、〝
生
涯
現
役
〟
に
向
け
た
継
続
雇
用
制
度
が
重
要
！

　
企
業
と
し
て
、現
在
の
人
手
不
足
時
代
を
生
き
抜
い
て
行
く

為
に
は
、「
人
財
」→「
人
済
」化
は
避
け
て
通
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。万
一
、「
人
済
」と
な
っ
た
場
合
、「
じ
ん
ざ
い
」⇨「
ひ
と
で
」

に
変
更
し
て「
雇
用
管
理（
職
務
分
担
）」す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
「
雇
用
管
理
」
は
、

　
　

・「
じ
ん
ざ
い
」　

→

　
　
「
人
在
」「
人
材
」「
人
財
」「
人
剤
」

　
　
　

・
・
・（
戦
略
業
務
）

　
　

・「
ひ
と
で
」　　

→

　
　
《
人
手
》「
人
在
」「
人
材
」「
人
済
」

　
　

・
・
・（
軽
度
作
業
）

　
　
《
人
出
》「
人
材
」（「
人
財
」「
人
剤
」）

　

・
・
・（
派
遣
業
務
）

を
益
々
上
手
く
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

以　

上

お問い合わせ先 とやま中小企業人材育成カレッジ（富山県商工会連合会内）TEL076-441-2716　FAX076-433-8031

■申込方法：ホームページの申込フォーム又は、FAX・郵送にてお申し込みください。 とやま中小企業人材育成カレッジ※詳しくは、

開催場所 富山県中小企業研修センター（富山市赤江町1-7）

財務分析の考え方・進め方

講座内容

❶決算書が読めない！を解消する（１）  ●会計がわからない理由  ●決算書の読み方
❷決算書が読めない！を解消する（２）  ●決算書から安全性を読み解く
❸決算書が読めない！を解消する（３）  ●決算書から収益性と効率性を読み解く
❹   ）２（）１（習演践実 ●ケーススタディ（事例企業の財務状況を分析）
❺財務とキャッシュフロー  ●キャッシュフロー計算書の読み方  ●決算書とキャッシュの関係
❻ケーススタディ発表  ●事例企業のグループコンサル発表

長期コースと合同で行います

対 象 者

講　師

開催日時

定員 30名受 講 料 申込締切日 8月24日（金）まで

生産現場改善の進め方

講座内容

❶現場改善の基本的な考え方、現場改善の着眼点　〈演習〉事例写真を通したムダの発見
❷５Ｓ活動の進め方　〈演習〉事例写真を通したディスカッション
❸目で見る管理の進め方　〈演習〉管理帳票の作成
❹ＩＥ技法、ＩＥ事例研究　〈演習〉ＩＥ改善事例を通したディスカッション
❺総合研修　工作物を利用した時間測定、動作改善、ラインバランス分析など

定員受 講 料 申込締切日 8月17日（金）まで

対 象 者

開催日時

講　師

とやま中小企業人材育成カレッジ
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専門家を活用して将来を見据え早めの対策を！

中小企業景況　（平成30年4月～ 6月期実績・平成30年7月～9月期予想）

前期比、製造業・小売業・サービス業は好転、建設業は悪化した
　今期は、製造業 17.9（前期比プラス11.0ポイント）、小売業△ 15.4（同プラス5.1ポイント）、サー
ビス業△8.6（同プラス32.1ポイント）と好転し、建設業△20.0（同マイナス5.0ポイント）と悪化した。
　来期は、小売業△ 12.8（当期比プラス2.6ポイント）は好転を、製造業 0.0（同マイナス17.9ポ
イント）、建設業△ 22.2（同マイナス2.2ポイント）、サービス業△ 15.5（同マイナス6.9ポイント）は
悪化を予想している。

業況天気図 （注）D.I とは、景気動向指数の略で、前年同期と比較して増加（好転）企業割合と、
減少（悪化）企業割合の差を示すものである。

平成 28年
7月～ 9月 10月～ 12月

平成 29年
1月～ 3月 4月～ 6月 7月～ 9月 10月～ 12月

（前期）平成 30年
1月～３月

（今期）平成 30年
4月～ 6月

（予想）
7月～ 9月

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

D.I 値（前年同期比）表示マーク

20.1 ～ 快晴＝

5.1 ～ 20.0 晴れ＝

5.0 ～△ 5.0 曇り＝

△ 5.1 ～△ 20.0 小雨＝

△ 20.1 ～ 雨＝

◆　放送大学では、平成 30年 10月からの入学生を募集しています。
◆　放送大学は、「大学卒業資格を取得したい方」はもちろん、「職場のメンタルヘルス対策として認定心
理士などの資格取得を目的とする方」から「履修証明制度を活用してキャリアアップを図りたい方」まで、
さまざまな学習ニーズに対応している通信制大学です。
◆　富山学習センターには、629名の学生が所属し、会社員（138名）を始め、さまざまな職業の方がキャ
リアアップを目指しています（平成 30年５月１日現在）。また、ゼミや研修旅行など課外活動も充実し
ており、学生同士の交流も盛んです。

出願期間 ９月 20日（木）まで【必着】

※放送大学ホームページから資料請求（無料）いただけます（富山学習センターでも受取可）。
※体験入学・個別説明会開催中です。お気軽にお問い合わせください。

問 放送大学富山学習センター　射水市黒河 5180（富山県立大学計算機センター３階）
TEL：（0766）56-9230　Mail：toyama.sc@ouj.ac.jp　HP：http://www.ouj.ac.jp　

10 月入学生の募集について10月入学生の募集について
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潜在的起業家発掘セミナーリノベーションまちづくり実践者
育成セミナー【全３回】

まちを再生に導いてきた３人の先駆者から、リノベーション
の手法や新しいまちづくりの実践方法を学びます。

［第１回] ８/24（金）18:30 ～20:30
㈱紀州まちづくり舎　吉川誠人氏

［第２回] ９/28（金）18:30 ～20:30
㈱HAGI STUDIO　宮崎晃吉氏

［第３回]10/19（金）18:30 ～20:30
㈱MYROOM　倉石智典氏

場所　富山県民会館611 号室（１回目、３回目）、701 号室
（２回目）

定員　各回先着50 名（参加費無料）
※詳細は、県のHPをご覧ください。
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県　商業まちづくり課
TEL	076-444-3253

［入門編] ８/29（水）13：00 ～15：00
講師　有限会社エコカレッジ　尾野寛明氏
定員　先着90 名
場所　富山県民会館611 号室
新しい働き方の１つとして小さく事業をはじめて
いく方法等を紹介します。 

［実践編] ９/11（火）、13（木）、10/ ２（火）、９（火）
各回　13：00 ～14：30
定員　各回先着25 名
場所　山町ヴァレー、machi-co
実際に起業された方々による体験談についての講
演や座談会を実施します。

※詳細は、県のＨＰをご覧ください。
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県　商業まちづくり課
TEL	076-444-3253

昭和 52 年 3月 12 日第三種郵便物認可 平成 30 年 8月 1日発行（毎月1回 1日発行）　VOL.518

企業で働く皆さんを対象とした能力開発セミナーの受講者募集のお知らせ
１．溶接技能クリニック（実技） 　技術専門学院 本校にて実施（富山市向新庄町 1-14-48）

内　容 半自動・ＴＩＧ溶接（デジタル機）や交流アーク溶接に必要な知識・技能の習得
【ステンレス加工の指導をご希望の場合は材料を持参できる方】

講習時間 夜 18:20 ～ 21:00

定　　員 各 10 名 昼夜 夜

日　程 9 月 3 日（月）、4 日（火）、6 日（木）、7 日（金）、10 日（月）【全５日間】 受講費用 12,000 円

２．パワーポイント基礎 　技術専門学院 砺波センターにて実施（南砺市寺家 301-1）

内　容 パワーポイントの基本操作（入力、保存、編集、印刷等）の習得
【Windows パソコンの基本操作ができる方】（PowerPoint2010 Windows ７）

講習時間 夜 18:20 ～ 21:00

定　　員 各 10 名 昼夜 夜

日　程 9 月 11 日（火）、13 日（木）、18 日（火）、20 日（木）【全４日間】 受講費用 2,700 円
※ 詳細については、直接、各施設にお問い合わせください。

技術専門学院　本校　　　　　（富山市向新庄町 1-14-48） TEL 076-451-8803
　　　　　　　砺波センター　（南砺市寺家 301-1） TEL 0763-22-3152

―ハロートレーニング（在職者のための職業訓練コース）―
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恋プロナイト2018 9/1（土） 庄川町商工会 0763-82-1155

おわら風の盆 9/1（土）～9/3（月） おわら風の盆行事運営委員会 076-454-5138

青葉に舞う　こきりこ 9/1（土）～9/4（火） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

阿曾の市 9/8（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

なりひら風の市 9/8（土） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

風の盆ステージ・町なかミニツアー 9/8（土）・9/22（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

牛岳温泉スキー場ライトアップイベント「虹のかけはし」 9/9（日）迄　※日没から約3時間 牛岳ライトアップ実行委員会 076-457-2111

第 68回城端むぎや祭 9/15（土）～9/16（日） 城端むぎや祭協賛会 0763-62-2163

相倉合掌集落ライトアップ「初秋の山里に浮かぶ日本の原風景」 9/15（土）～9/17（月） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

いなば山ヒルクライムレース2018 9/16（日） 小矢部市商工会青年部 0766-67-0756

おやべよってかれマーケット 9/16（日） 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

猪谷関所飛越ふれあい祭り 9/16（日） 富山市南商工会大沢野細入支部センター 076-467-1963

第10回WaHaHa牛岳トレイルマラソン・ノルディックウォーキング 9/16（日） 富山市八尾山田商工会青年部 076-455-3181

第 9回庄川演芸会 9/23（日） 庄川町商工会 0763-82-1155

つくりもんまつり 9/23（日）～9/24（月） 福岡町つくりもんまつり実行委員会 0766-64-1426

五箇山麦屋まつり 9/23（日）～9/24（月） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

第 35回中田かかし祭 9/23（日）～9/24（月） 中田かかし祭実行委員会 0766-36-1135

こきりこ祭り 9/25（火）～9/26（水） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

五箇山和紙まつり 9/29（土）～9/30（日） 道の駅たいら「五箇山和紙の里」 0763-66-2223

第 17回旧北陸道アート in 小杉 9/29（土）～9/30（日）　 射水市商工会小杉本所 0766-55-0072

ふれあい青空市「やまだの案山子」 9月(月・火・水・土・日・祝) ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

イベント名 開催日 お問合せ先

　中小企業庁では、中小企業の経営等の実態を明らかにし、中小企業施策の企画・立案のための基礎資料を提供することなどを
目的として、「中小企業実態基本調査」を実施しており、７月より実施しています。対象企業は、中小企業庁が無作為に選定した
約 11 万社であり、調査対象に選定された企業につきましては、本調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようよろし
くお願いいたします。
■お問い合わせ先

平成 30 年中小企業実態基本調査事務局　TEL：0120-262-535（フリーダイヤル）03-6264-4671（直通）
URL：http://www.chusho.meti.go.jp/koukai/chousa/kihon/index.htm

平成 30 年度中小企業実態基本調査協力のお願い

■お問い合わせ先　　富山労働局職業安定部職業安定課　TEL	076-432-2782

事業主の皆さんへ
「公正な採用選考」をお願いします！「公正な採用選考」をお願いします！

　募集・採用選考に当たっては、次の点を基本的な考え方として実施することが大切です。
①応募者の基本的人権を尊重する
②応募に当たり広く応募者に門戸を開く
③応募者の適性・能力のみを基準として採用選考を行う

　家族に関することなど、本人に責任のない事項や、本来、自由であるべき事項についての質問は行わずに、職務の遂行に必要な適
性・能力の判定に必要な質問を行ってください。



一食ずつトレー容器のまま
クリーンルームで炊き上げられる

(個食炊飯方法)

海外向けパッケージ(上)と
国内で販売されている商品(下)
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　㈱
ウ
ー
ケ
は
精
米
を
取
り
扱
う

㈱
神
明
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
の
子

会
社
と
し
て
平
成
十
九
年
十
一
月

に
設
立
さ
れ
、
黒
部
川
扇
状
地
の

湧
水
を
利
用
し
て
無
菌
包
装
米
飯

（
い
わ
ゆ
る
「
パ
ッ
ク
ご
飯
」）
の

生
産
を
行
っ
て
い
る
。

需
要
と
販
売
量
が

 

増
加
し
続
け
て
い
る

　
　
　「パ
ッ
ク
ご
飯
」

　単
身
世
帯
の
増
加
、
女
性
の
社

会
進
出
等
を
背
景
に
簡
単
な
調
理

で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
パ
ッ
ク

ご
飯
は
需
要
を
増
し
て
お
り
、
非

常
食
と
し
て
の
需
要
も
高
ま
っ
て

い
る
。
平
成
二
十
八
年
の
国
内
生

産
量
は
約
十
四
万
五
千
ト
ン
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
十
年
の
生
産

量
三
万
五
千
ト
ン
か
ら
ほ
ぼ
一
貫

し
て
増
加
し
続
け
て
い
る
。（
一
般

社
団
法
人
　全
国
包
装
米
飯
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

地
下
水
と
海
洋
深
層
水

二
つ
の
良
質
な
水
の
活
用

　豊
富
な
地
下
水
、
品
質
の
高
い

富
山
米
、
関
東
・
関
西
・
中
部
地

方
か
ら
ほ
ぼ
等
距
離
で
災
害
の
少

な
い
立
地
、
補
助
金
を
含
め
た
優

遇
措
置
な
ど
が
工
場
設
立
の
決
め

手
と
な
り
、「
入
善
海
洋
深
層
水
団

地
」
に
て
平
成
二
十
年
二
月
よ
り

パ
ッ
ク
ご
飯
の
生
産
を
開
始
。
ラ

イ
ン
の
増
設
を
経
て
現
在
一
日
当

た
り
二
十
八
万
食
を
製
造
し
、
国

内
シ
ェ
ア
の
一
割
を
占
め
て
い
る
。

　入
善
町
は
海
洋
深
層
水
の
利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
㈱
ウ
ー

ケ
で
は
工
場
内
で
の
空
調
と
し
て

低
温
の
海
洋
深
層
水
を
使
用
、
さ

ら
に
隣
接
す
る
カ
キ
養
殖
場
に
使

用
後
の
深
層
水
を
提
供
し
て
い
る
。

地
域
貢
献
・
商
工
会
と
の

　
　
　
　

  

か
か
わ
り

　㈱
ウ
ー
ケ
の
パ
ッ
ク
ご
飯
は
、

入
善
町
商
工
会
が
主
催
す
る
「
ま

つ
り
ん
ぴ
っ
く
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト「
カ
レ
ー
ま
つ
り
」に
お
い
て
、

カ
レ
ー
用
の
ご
飯
と
し
て
採
用
さ

れ
て
い
る
。

　敬
老
の
日
の
記
念
事
業
と
し
て
、

米
寿
を
迎
え
る
入
善
町
内
の
人
に

パ
ッ
ク
ご
飯
の
贈
呈
を
行
っ
て
い

る
。　㈱

ウ
ー
ケ
の
工
場
は
見
学
通
路

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
生
産
工
程

の
見
学
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
る
（※

工
場
新
設
工
事
の
た
め

八
月
十
一
日
よ
り
見
学
は
中
止
さ

れ
ま
す
）。

国
内
に
お
け
る
需
要
減
と

　
　
　
　海
外
へ
の
輸
出

　現
在
、
日
本
国
内
に
お
け
る
米

の
消
費
量
は
人
口
減
少
と
食
生
活

の
変
化
を
背
景
に
減
少
し
続
け
て

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

水
に
恵
ま
れ
た
入
善
で
高
品
質
の
パ
ッ
ク
ご
飯
を

　
　
　
　
　製
造
、年
間
百
万
食
の
輸
出
を
目
指
す

水
に
恵
ま
れ
た
入
善
で
高
品
質
の
パ
ッ
ク
ご
飯
を

　
　
　
　
　製
造
、年
間
百
万
食
の
輸
出
を
目
指
す
㈱ウーケ

（入善町商
工会）

お
り
、
業
界
全
体
の
傾
向
と
し
て

海
外
で
の
販
売
に
活
路
を
見
出
し

て
い
る
。
㈱
ウ
ー
ケ
で
は
二
十
数

か
国
に
出
荷
実
績
が
あ
る
。
高
品

質
な
パ
ッ
ク
ご
は
ん
を
効
率
的
に

生
産
し
、
海
外
で
パ
ッ
ク
ご
は
ん

の
市
場
を
先
導
し
て
き
た
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
ジ
ェ
ト
ロ
か
ら

の
推
薦
を
受
け
、
経
済
産
業
省
の

「
二
〇
一
八
年
は
ば
た
く
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
」
に
選
定
さ

れ
た
。

　現
在
は
生
産
量
全
体
の
一
％
程

度
が
海
外
向
け
と
な
っ
て
い
る
が
、

来
年
四
月
の
新
工
場
完
成
後
は
生

産
量
が
一
．
五
倍
と
な
る
見
通
し

で
、
海
外
へ
の
年
間
輸
出
量
は
現

行
の
四
倍
と
な
る
百
万
食
を
目
標

に
し
て
い
る
。


